
社会福祉法人　群馬県社会福祉協議会

NO.231
2010 冬号

「福祉ぐんま」の作成経費として共同募金配分金を使用しています。

■主な内容
＊生活福祉資金貸付制度の見直し･･･2
＊ボランティアフェスティバル吾妻ブロック開催･･･4
＊ハートtoハートミュージックフェスティバル･･･5　＊県地域包括・在宅介護センター協議会設立････5
＊利用支援グループ　セミナーのお知らせ･･･6　＊会長年頭のごあいさつ･･･6　＊福祉協力校･･･6
＊いいいろ塗装の日･･･7　赤い羽根情報･･･7
＊素敵な笑顔･･･8　福祉ハートフルフェア2009･･･8　＊福祉まめ知識･･･8　

障害者支援施設「誠光荘」障害者支援施設「誠光荘」
藤井　友和藤井　友和さんさん

（関連記事は８ページに掲載）（関連記事は８ページに掲載）

生活福祉資金貸付制度の見直し特集
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生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
見
直
し

特集
　この度、生活福祉資金貸付制度が見直され、

去る10月１日から制度改正が行われましたので、

改正のポイントと改正後の貸付要件を紹介します。

改正のポイント

　　「総合支援資金」を創設し、従来の10種類の資金種類を４種類に統合する。

従　来

➡

見直し後

離職者支援資金
自立支援対応資金

総合支援資金【新設】
〔生活支援費・住宅入居費・一時生活再建費〕

更生資金
福祉資金
療養・介護等資金
災害援護資金
緊急小口資金

福祉資金
〔福祉費・緊急小口資金〕

修学資金
教育支援資金
〔教育支援費・就学支度費〕

長期生活支援資金
要保護世帯向け
長期生活支援資金

不動産担保型生活資金
〔不動産担保型生活資金
・要保護世帯向け不動産担保型生活資金〕

従　来

➡
見直し後

原則１名必要
原則１名必要。但し、連帯保証人を確保できない
者に対しても、貸付けを行えることとする。

※但し、教育支援資金及び不動産担保型生活資金については、従来のままとする。

従　来

➡
見直し後

年３％
無利子又は年１.５％
　・連帯保証人を確保した場合　　：無利子
　・連帯保証人を確保できない場合：年１.５％

※但し、緊急小口資金については、無利子とする。
※また、教育支援資金及び不動産担保型生活資金については、従来のままとする。

１　資金種類等の整理・統合

２　連帯保証人要件の緩和

３　貸付利子の引下げ

４　総合支援資金の新設

５　臨時特例つなぎ資金貸付制度の新設
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生活福祉資金貸付条件等一覧（平成21年10月改正以降）
資 金 種 類

貸 付 条 件
貸付限度額 据置期間 償還期間 貸付利子 連帯保証人

総合支援資金 失業者等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の立直しのために継続的な相談支援（就労支援、家計指導等）と生活費及び一時的な資
金を必要とし、貸付けを行うことにより自立が見込まれる世帯に貸し付ける資金

生活支援費 生活再建までの間に必要な生活費用
（２人以上）月20万円以内
（単身）　　月15万円以内
※貸付期間は12月以内

最終貸付日
から６月以内

据置期間経過後
20年以内

連帯保証人を
立てる場合は
無利子

連帯保証人がい
ない場合は
据置期間経過後
年1.5%

原則必要住宅入居費 敷金、礼金等住宅の賃貸契約を結ぶために必要な費用 40万円以内 貸付けの日
（※２）
から６月以内

一時生活
再建費

生活を再建するために一時的に必要かつ日常生活費で賄う
ことが困難である費用

60万円以内

福祉資金 低所得世帯、障害者世帯又は高齢者世帯に対し、次に掲げる費用として貸し付ける資金

福祉費
日常生活を送る上で、又は自立生活に資するために、一時的
に必要であると見込まれる費用

580万円以内
※（　）内は目安。

貸付けの日
（※３）
から６月以内

据置期間経過後
20年以内

※（　）内は目安。

連帯保証人を
立てる場合は
無利子

連帯保証人が
いない場合は
据置期間経過後
年1.5%

原則必要

生業を営むために必要な経費 （460万円） （20年）

技能習得に必要な経費及びその期間中の生計を維持するた
めに必要な経費

技能を習得する期間が
６月程度（130万円）
１年程度（220万円）
２年程度（400万円）
３年以内（580万円）

（８年）

住宅の増改築、補修等及び公営住宅の譲受けに必要な経費 （250万円） （７年）
福祉用具等の購入に必要な経費 （170万円） （８年）
障害者用自動車の購入に必要な経費 （250万円） （８年）
中国残留邦人等に係る国民年金保険料の追納に必要な経費 （513.6万円） （10年）

負傷又は疾病の療養に必要な経費（健康保険の例による医
療費の自己負担額のほか、移送経費等、療養に付随して要す
る経費を含む。）及びその療養期間中の生計を維持するため
に必要な経費

療養期間が１年を超えな
いときは（170万円）
１年を超え１年６月以内
であって、世帯の自立に
必要なときは（230万円）

（５年）

介護サービス、障害者サービス等を受けるのに必要な経費
（介護保険料を含む。）及びその期間中の生計を維持するた
めに必要な経費

介護サービスを受ける期
間が１年を超えないとき
は（170万円）
１年を超え１年６月以内
であって、世帯の自立に
必要なときは（230万円）

（５年）

災害を受けたことにより臨時に必要となる経費 （150万円） （７年）
冠婚葬祭に必要な経費 （50万円） （３年）
住居の移転等、給排水設備等の設置に必要な経費 （50万円） （３年）
就職、技能習得等の支度に必要な経費 （50万円） （３年）
その他日常生活上一時的に必要な経費 （50万円） （３年）

緊急小口資金

次の理由により緊急かつ一時的に生計の維持が困難となっ
た場合に貸し付ける少額の費用
・医療費又は介護費の支払等臨時の生活費が必要なとき
・給与等の盗難又は紛失によって生活費が必要なとき
・火災等被災によって生活費が必要なとき
・その他これらと同等のやむを得ない事由によるとき

10万円以内
貸付けの日
（※３）
から２月以内

８月以内 無利子 不要

教育支援資金 低所得世帯対し、次に掲げる費用として貸し付ける資金

教育支援費
低所得世帯に属する者が高等学校、大学又は高等専門学校
に就学するのに必要な経費

（高校）月3.5万円以内
（高専）月6.0万円以内
（短大）月6.0万円以内
（大学）月6.5万円以内

卒業後
６月以内

20年以内 無利子

原則不要
※但し、連
帯借受人
が必要。

就学支度費
低所得世帯に属する者が高等学校、大学又は高等専門学校
への入学に際し必要な経費

50万円以内

不動産担保型生活資金

不動産担保型
生活資金

低所得の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保と
して生活費を貸し付ける資金

・土地の評価額の７割程度
・月30万円以内
※１

契約の終了後
３月以内

据置期間
終了時

年３％以下

必要
（推定相続人の
中から選任）

要保護世帯向け
不動産担保型
生活資金

要保護の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保と
して生活費を貸し付ける資金

・居住用不動産の評価額の
７割（集合住宅は５割）
程度
・貸付基本額の範囲内
（生活扶助額の1.5倍以内）
※１

不要

※１　貸付期間は、借受人の死亡時までの期間又は貸付元利金が貸付限度額に達するまでの期間。
※２　生活支援費と合わせて貸し付けている場合には、生活支援費の最終貸付日。
※３　分割による交付の場合には、最終貸付日。
臨時特例
つなぎ資金

住居のない離職者に対して、離職者を支援する公的給付又は
公的貸付開始までの当面の生活費として貸し付ける資金

10万円以内 なし 原則一括償還 無利子 不要



 福祉ぐんま№231（2010　冬号）

4

《
地
域
で
の
新
た
な
支
え
合
い
を

目
指
し
て
》

　

大
会
テ
ー
マ
の
「
笑
顔
の
か
け
橋
」

は
、『
第
15
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ぐ
ん
ま
』
か
ら
継

承
し
て
お
り
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
な

ら
ん
で
歩
こ
う　

あ
な
た
と
と
も
に
」

は
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
始
時
か
ら
行
っ
て
い
る
公
募

形
式
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。ま
た
、

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
原
画
な
ど

様
々
な
も
の
が
、〝
地
域
住
民
発
〞
の

手
作
り
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
大

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
中
村
さ
ん
が

「
福
祉
の
あ
る
優
し
い
地
域
づ
く
り
」

〜
新
た
な
支
え
あ
い
・
地
域
と
の
共

生
を
目
指
し
て
〜
を
テ
ー
マ
に
公
演

を
行
い
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
取
り
組
ん
だ
地
域
づ
く

り
の
経
験
な
ど
を
紹
介
し
、「
人
の
た

め
、
地
域
社
会
の
た
め
に
、
時
間
を

割
い
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
テ
ー
マ
別
の
研
究

会
で
あ
る
分
科
会
や
吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
を
中
心
と
し
て
行

わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」で
は
、

活
動
紹
介
、
模
擬
店
、
起
震
車
体
験

な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
も
大
勢
の
人
が

参
加
し
、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
交
流
を
深
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
啓
発
・
普

及
の
大
き
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
新
た
に
地
域
に〝
笑
顔
の
か
け

橋
〞を
》

　

来
年
度
は
今
年
度
以
上
に
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
の
振
興
の
一
助
と
し
て
、
利
根
沼

田
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
原
画
及
び
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

最
優
秀
賞
並
び
に
優
秀
賞
受
賞
者

●
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

　

中
之
条
町　

原
沢　
　

楓
さ
ん

●
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞

　

前
橋
市　
　

片
岡　
　

心
さ
ん

●
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞

　

中
之
条
町　

篠
原　

聡
美
さ
ん

●
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
最
優
秀
賞

　

六
合
村　
　

中
山　

朋
音
さ
ん

●
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
最
優
秀
賞

　

東
吾
妻
町　

劔
持　

智
貴
さ
ん

●
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
優
秀
賞

　

中
之
条
町　

割
田　

啓
太
さ
ん

　
「
ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク
」（
同
ブ
ロ
ッ
ク

実
行
委
員
会
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
）
が

10
月
３
日
、
中
之
条
町
の
「
吾
妻
郡
文
化
会
館
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸　

理
事
長
の
中
村
順
子
さ
ん

の
講
演
会
を
始
め
、
５
つ
の
分
科
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成
18
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
『
第
15
回
全
国
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ぐ
ん
ま
』
大
会
で
の
成
果
を
継
承
し
、
平
成
19
年
度

よ
り
、
本
県
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
県
内
５
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
持
ち
回
り
し
な
が
ら
開
催
し
、
本
年
で
第
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
幅
広
い
分
野
の
人
達
が
積
極
的
に
協
力
す
る
姿
が
、
今
大
会
の
特
徴
で
あ
り

ま
し
た
。

にぎわう「ふれあい広場」

パネルディスカッション

ポスター、サブタイトル優秀者表彰式

ぐ
ん
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　

吾
妻
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
!!

な
ら
ん
で
歩
こ
う

　
　
　
　

あ
な
た
と
と
も
に
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ハートtoハートミュージックフェスティバルハートtoハートミュージックフェスティバル
♪

♬

県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
協
議
会
設
立
さ
れ
る
！

　県社協厚生事業部会主催による第17回ハートtoハートミュージックフェスティバル
が、10月27日㈫、高崎市総合福祉センターたまごホールにおいて開催されました。
　参加者は主に障害者施設の利用者を中心に関係者を含めて約220名でした。
　開催趣旨は、『歌や音楽に国境はなく、歌はいつもそばにいて、共に悲しみ、慰め、怒り、
喜び、愛し、支え、励まし、勇気づけてくれるもの。
　障害の有無や出身、信条にこだわるのではなく、お互いの違いを認め合い、ともに生
きることのできる心を持ちたいという願いを音楽に託し、明るい社会づくりに寄与して
いく。』ことを目的として開催されています。

　

今
年
度
は
、
①
県
身
障
連
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
上
位
入
賞
者
（
三
名
）
に

よ
る
熱
唱
、
②
や
さ
し
く
、
と
き
に

は
激
し
く
、
そ
し
て
心
に
響
き
わ
た

る
「
松
本
真
理
子
マ
リ
ン
バ
の
世
界
」

③
フ
ラ
ダ
ン
ス
あ
り
、
舞
踊
あ
り
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
あ
り
の
ふ
れ
あ
い

バ
ラ
エ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

④
高
崎
北
小
学
校
六
年
生
（
四
十
四

人
）
に
よ
る
は
つ
ら
つ
と
し
た
歌
と

マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
と
い
う
素
晴
ら
し

い
内
容
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
県
社
協
厚

生
事
業
部
会
の
施
設
・
団
体
の
職
員

代
表
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
企

画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委

員
は
日
々
支
援
業
務
を
抱
え
な
が
ら
、

会
場
の
調
整
や
出
演
者
と
の
交
渉

等
々
を
行
い
、
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
の
ス
タ
ッ
フ
全
員

の
思
い
は
、
良
い
音
楽
を
施
設
の
利

用
者
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し

て
そ
れ
が
、

利
用
者
の
社

会
参
加
や
心

の
潤
い
に
繋

が
っ
て
欲
し

い
と
い
う
も

の
で
し
た
。

（
事
務
局
）

　

県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
協
議
会
設
立
総
会
が
、

九
月
三
日
㈭
、
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
に
県
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
が
解
散
し
て

お
り
ま
す
が
、
県
老
施
協
が
中
心

と
な
っ
て
協
議
会
設
立
に
向
け
た

準
備
委
員
会
を
県
社
協
内
に
設
置

し
、
広
く
関
係
者
の
皆
様
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
新
た

な
協
議
会
の
設
立
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
12
月
現
在
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
25
カ
所
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
43
カ
所
の
計

68
カ
所
が
入
会
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
計
画
の
基
本
方
針
で
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
推
進

し
て
い
く
中
で
、
県
内
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
携
を
深
め
、

セ
ン
タ
ー
相
互
の
発
展
・
強
化
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
各
種

事
業
を
実
施
す
る
」
と
定
め
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
下
半
期
６
か
月
間
の

み
で
、
セ
ン
タ
ー
間
相
互
の
連
携

を
深
め
る
事
業
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
を
設
立
し
て
間
も
な
い

た
め
、
県
内
地
域
包
括
・
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
各

関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
、
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
上
、
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第17回

ふれあいバラエティグループ

高崎北小学校6年生

松本真理子さん

ふれあいバラエティグループ

松本真理子さん

林芳繁 全国協議会長
 （来賓挨拶・記念講演）

小林直行 県協議会長
（開会挨拶・議事進行）
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本
校
は
、
伊
勢
崎
市
の
北
東
部

に
位
置
し
、
19
学
級
、
全
校
生
徒

５
５
４
名
の
中
規
模
校
で
す
。

１
．
福
祉
教
育
の
目
標

　

本
校
で
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

や
体
験
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い

の
よ
さ
や
違
い
を
認
め
合
い
、
思

い
や
り
の
心
を
も
ち
、
親
切
に
行

動
す
る
児
童
を
育
成
す
る
」
こ
と

を
目
標
に
、
福
祉
教
育
活
動
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
。

２
．
取
り
組
み
内
容
の
紹
介

○
委
員
会
活
動
、
全
校
活
動

　

福
祉
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
を
中
心

に
、年
間
を
通
し
て
、エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
運
動
、
公
園
の
清
掃
活
動
、
募

金
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
は
委
員
会
の
児

童
が
各
教
室
を
回
り
、
協
力
を
呼

び
か
け
て
、
１
学
期
だ
け
で
４
５
，

５
１
３
個
集
ま
り
ま
し
た
。
公
園

の
清
掃
活
動
で
は
、
学
校
と
隣
接

し
て
い
る
公
園
の
ご
み
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
普
段
か
ら

よ
く
使
う
場
所
に
、
た
く
さ
ん
ご
み

が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
進

ん
で
清
掃
活
動
を
行
う
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
募
金
活
動
で
は
、
心
の
と

も
運
動
、
友
情
の
絵
は
が
き
、
書
き

損
じ
は
が
き
の
回
収
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
校
活
動
で
は
、
縦
割
り
活
動
と

一
人
一
鉢
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

縦
割
り
活
動
は
「
み
ん
な
の
時
間
」

と
し
て
、
６
年
生
の
児
童
が
中
心
と

な
り
、
遊
び
を
通
し
て
楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。
一
人
一
鉢
運
動
で
は
、

運
動
会
に
来
て
く
れ
た
地
域
の
方
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
自
分
で

育
て
た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

夏
休
み
中
は
全
校
児
童
が
花
を
家
に

持
ち
帰
り
、
心
を
こ
め
て
育
て
ま
し
た
。

○
４
年
生
「
身
近
な
福
祉
」

　

本
校
で
は
４
年
生
を
中
心
に
、
福

祉
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い
、
年
間

を
通
じ
て
「
身
近
な
福
祉
」
を
テ
ー

マ
に
福
祉
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
車
い
す
体
験
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
体
験
、
点
字
体
験
、

高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど
で
す
。
車
い

す
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
、
高
齢

者
疑
似
体
験
で
は
、
２
人
組
に
な
っ

て
介
助
す
る
側
、
介
助
さ
れ
る
側
の

両
方
を
体
験
し
ま
し
た
。
介
助
す
る

際
の
介
助
の
仕
方
や
声
の
か
け
方
、

利
用
す
る
立
場
で
の
車
い
す
の
操
作

の
仕
方
、
危
な
い
場
所
、
介
助
さ
れ

る
気
持
ち
な
ど
を
、
身
を
も
っ
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
３
ヵ
年
の
成
果
と
課
題

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
や
あ
い
さ

つ
運
動
、
公
園
の
清
掃
活
動
な
ど

の
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
組

み
や
、
一
人
一
鉢
運
動
な
ど
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
、
学
校
全
体
で

少
し
ず
つ
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
い
す
体
験
や
点
字
・

手
話
な
ど
に
ふ
れ
る
体
験
的
な
活

動
や
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
と
の

交
流
を
通
し
て
、
今
ま
で
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
方
々
の
気
持
ち
に
気
づ
き
、
っ

か
わ
り
方
・
接
し
方
に
つ
い
て
深

く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
場
面

で
こ
れ
ら
の
成
果
を
い
か
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
、
自

分
か
ら
進
ん
で
親
切
な
行
動
の
と

れ
る
児
童
を
育
成
で
き
る
よ
う
、
実

践
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社会福祉協力校

伊勢崎市立あずま小学校

　

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
政
権
交
代
と
い
う
大
変
大
き
な
政
治
的
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
激
震
の
余
波
が
ま
だ
続
い
て
い
る
中
で
、今
年
は
参
院
選
も
あ
り
ま
す
。

当
分
政
治
的
混
乱
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
経
済
面
で
も
、
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
大
き
な
明
る
い
展
望
は
期
待
で
き
そ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

リ
ス
ト
ラ
や
生
活
苦
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
昨
年
秋
に
は

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
た
に
「
臨
時

特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度
」
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
対
策
で
や
む

を
得
な
い
こ
と
と
は
い
え
、
体
制
整
備
が
不
十
分
な
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
県
社
協
も
市
町
村
社
協
も
事
務
処
理
に
忙
殺
さ
れ
る
毎
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
早
急
な
体
制
整
備
が
課
題
で
す
。

　

明
る
い
話
題
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
、
確
実
な
歩
み
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
設
置
数

は
一
千
五
百
箇
所
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
や
民
生
委
員

児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
等
の
熱
意
あ
る
活
動
が
、
ま
す
ま

す
広
が
り
を
見
せ
て
き
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
の
重
要
な
基
盤
整
備
と
し
て
、
サ
ロ
ン
の
設
置
数
四
千
箇

所
を
め
ざ
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

宮
下
智
満

○
日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
改
め
て
振
り
返
り
、

実
践
報
告
を
通
じ
で
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
22
年
２
月
19
日
㈮

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

【
会
場
】
前
橋
市
総
合
福
祉
会
館

（
前
橋
市
日
吉
町
２
の
17
の
10
）

【
連
絡
先
及
び
申
込
先
】

利
用
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
で

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
２
２
６

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
１
７
３

　
h
ttp
://w
w
w
.g-sh

akyo
.o
r.jp
/
　

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
福
祉
事
業
者
の
苦
情
解
決
事

業
の
一
層
の
理
解
と
苦
情
解
決
体

制
の
整
備
等
に
つ
い
て
研
鑽
を
深

め
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
22
年
２
月
18
日
㈭

　
　
　

13
時
〜
16
時

【
会
場
】
前
橋
市
総
合
福
祉
会
館

（
前
橋
市
日
吉
町
２
の
17
の
10
）

利
用
支
援
グ
ル
ー
プ
か
ら

利
用
支
援
グ
ル
ー
プ
か
ら

〜
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
〜

〜
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
〜
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共同募金

http://www.akaihane-gunma.or.jp /

群馬県共同募金会社会福祉
法　　人

前橋市新前橋町13番地の12
群馬県社会福祉総合センター４階
TEL027-255-6596  FAX027-255-6214
e-mail:info@akaihane-gunma.or.jp

赤い羽根赤い羽根 情報情報赤 い 羽 根 情報

ユニッツもりのいえ（太田市）
知的障がい者更生施設の休憩室設置工事

　昨年の共同募金運動（赤い羽根募金・地域歳末たすけあい募金・NHK歳末たすけあい募金）の結果について、
現在、募金額を集計中です。多くの方々にご協力いただき、誠にありがとうございました。

たくさんのご支援、ありがとうございました！

　通所部の皆さんが集まる憩いの
場を作っていただき、感謝の気持ち
でいっぱいです。利用者の皆さんが
昼食後にテレビを見たり、お茶をす
るときに利用しています。会話が絶

えず、楽しい時間を過ごしています。共同募金に協力してい
ただいた皆様に感謝しています。ありがとうございました。

群馬デフフリースクール　ココロ（前橋市）
在宅聴覚障がい児の体験・学習事業

　ろう児、難聴児の学習の場として
月に一回活動をしています。このた
び共同募金の配分により、全国各
地で活躍している成人ろう者をゲ
ストに招き、交流・学習する活動が

できました。たくさんの可能性を子どもたち自身に感じても
らい、「ろう者だってなんでもできる！」とみんなの夢が増えま
した。ありがとうございました。

共同募金への寄附金には税の優遇措置があります
●会社などの法人は、寄附金を全額損金算入できます。

●個人の寄附金は、所得税の寄附金控除と個人住民税の寄附金税額控除の対象となります。

　この優遇措置を受けるには、所定の領収書により確定申告を行う必要があります。

＊詳しくは、群馬県共同募金会までお問い合わせください＊

　
「
玉
村
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
昭
和
45
年

に
開
所
し
た
玉
村
町
立
第
一
保
育

所
の
移
転
に
伴
い
、
空
施
設
を
利

用
し
て
平
成
15
年
10
月
に
開
所
。

最
低
限
の
改
装
工
事
は
行
っ
た
も

　

㈳
日
本
塗
装
工
業
会
で
は
、
平
成
10
年
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
11
月
16
日
を
い
い
い
ろ
と
読
ま
せ
る
語
呂
合
わ
せ
か
ら
「
塗
装
の

日
」
に
決
定
し
、
平
成
10
年
11
月
16
日
か
ら
毎
年
、
塗
装
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談
を
は
じ
め
、
全
国
47
都
道
府
県
の
各
支
部
に
お
い
て
、
公
共
施
設
や

公
園
な
ど
を
塗
り
替
え
る
塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

群
馬
支
部
に
お
い
て
は
平
成
9
年
よ
り
福
祉
施
設
を
中
心
に
塗
装
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
玉
村
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
た

ん
ぽ
ぽ
の
居
室
内
部
壁
面
塗
装
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
の
、
施
設
内
の
壁
な
ど
は
新
た

に
塗
り
な
お
し
た
部
分
と
、
元
の

ま
ま
の
部
分
が
あ
り
、
正
直
あ
ま

り
き
れ
い
な
状
態
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
建
物
は
古
く

て
も
毎
日
掃
除
し
て
、
整
理
整
頓

し
て
お
け
ば
、
決
し
て
古
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
大
変
明
る
い
施
設
で

し
た
。

　

今
回
の
塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
工
事
前
に
、
ど
の
部
屋
を
ど

の
よ
う
な
色
に
塗
装
す
る
か
念
入

り
に
業
者
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。
工
事
の
日
は
、
朝

８
時
頃
か
ら
約
20
人
の
方
が
集
ま

り
、
一
日
か
け
て
塗
装
が
行
わ
れ

ま
し
た
。塗
装
が
終
わ
っ
た
翌
日
、

利
用
者
か
ら
は
「
か
べ
。
い
ろ
。」

「
き
れ
い
。」
な
ど
単
語
の
言
葉
で

は
あ
り
ま
す
が
、
き
れ
い
に
仕
上

が
っ
た
壁
を
見
て
、
感
激
し
感
じ

る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

い
い
い
ろ
塗
装
の
日

塗装後

㈳
日
本
塗
装
工
業
会 

社
会
奉
仕
活
動

塗装前

11月
16日
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０
０
９
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障害者支援施設「誠光荘」　藤井　友和さん
　

渋
川
市
に
あ
る
障
害
者
支
援
施
設

「
誠
光
荘
」
に
勤
務
し
て
い
る
藤
井

友
和
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
顔
は
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ス
ト
レ
ン
ジ
パ
イ
」

で
ド
ラ
ム
を
担
当
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
。
仕
事
と
趣
味
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
お
仕
事
に
就
か
れ
た
き
っ
か

け
は
？

　

高
校
卒
業
後
、
福
祉
と
は
関
係
な

い
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
高

校
の
空
手
部
で
コ
ー
チ
だ
っ
た
真
下

施
設
長
の
影
響
で
こ
の
仕
事
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
専
門

学
校
の
夜
間
部
に
通
い
、
卒
業
後
、

現
在
の
職
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

大
変
な
こ
と
も
多
い
の
で
は
？

　

入
所
さ
れ
て
い
る
の
は
20
歳
か
ら

80
代
ま
で
の
重
度
の
身
体
障
害
者
の

方
な
の
で
、
身
体
的
に
ハ
ー
ド
ワ
ー

ク
で
す
ね
。
一
人
ひ
と
り
の
症
状
が

違
い
、
支
援
の
方
法
も
そ
の
都
度
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
精
神
的

に
も
大
変
で
す
。
で
も
、
利
用
者
さ

ん
と
共
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
行
事
を
や

り
と
げ
た
と
き
な
ど
、
言
葉
に
な
ら

な
い
く
ら
い
感
動
し
ま
す
。

趣
味
の
音
楽
活
動
で
す
が
、
ド
ラ

ム
の
実
力
は
相
当
だ
と
か

《
求
人
》

　

福
祉
分
野
で
は
、
介
護
職
員
な

ど
人
材
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

今
年
度
は
１
１
２
の
事
業
所
が
参

加
し
、
会
場
に
は
79
の
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
面

接
会
用
に
２
２
６
件
５
９
９
名
の

求
人
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
求
人

職
種
の
内
訳
は
、
介
護
職
が
67
・

１
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
、
次

に
看
護
職
が
19
・
２
％
、
と
続
い

て
い
ま
す
。

《
求
職
》

　

求
職
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
の

方
１
０
６
名
、
学
生
92
名
の
合
計

１
９
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
積
極
的
に
ブ
ー
ス
を

ま
わ
っ
て
事
業
所
の
担
当
者
と
の

面
談
を
行
う
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、
就
職
活

動
の
役
に
立
っ
た
と
い
う
感
想
を

多
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
今
後
も
福
祉
人
材
の

確
保
の
支
援
、
ま
た
、
求
職
者
の

就
職
活
動
の
機
会
の
拡
大
を
目
的

と
し
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
職
員
採
用
の
予

定
の
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
高
崎
市
・
太
田
市
福

祉
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
福
祉
事
業

所
等
の
求
人
を
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ご
利
用
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

《
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
》

　

☎
０
２
７
│
２
５
５
│
６
６
０
０

　

℻
０
２
７
│
２
５
５
│
６
０
４
０

　

取
材
し
た
日
は
、
昨
年
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
ロ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
の
決
勝
の
日
。
ゲ
ス
ト
出

演
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
合
間
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
奏
も
聴
き
ま
し
た
が
、

そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
優
し
い
普
段
の
顔
と
カ
ッ
コ
い
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
顔
を
持
つ
藤
井
さ
ん
、
素
敵
で
す
。
12
月
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
も
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

バ
ン
ド
は
高
校
生
の
頃
か
ら
続
け

て
い
ま
す
。「
ス
ト
レ
ン
ジ
パ
イ
」

と
し
て
は
９
年
目
。
昨
年
は
、
Ｆ
Ｍ

群
馬
主
催
の
ロ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
で

グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
月

１
〜
２
回
は
ラ
イ
ブ
活
動
、
週
1
回

は
練
習
を
欠
か
せ
な
い
の
で
、
職
場

と
家
族
の
協
力
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
福
祉
職
を
目
指
す
方
へ

一
言
と
、
自
身
の
目
標
を
。

　

福
祉
職
を
目
指
し
た
最
初
の
気
持

を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
で
す
ね
。
ど

ん
な
仕
事
で
も
始
め
る
と
大
変
な
こ

と
が
多
く
、
悩
む
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
も
そ
う
で
す
が
、
そ

ん
な
と
き
は
、
こ
の
仕
事
に
つ
き
た

い
と
思
っ
た
初
心
に
戻
っ
て
気
持
ち

を
リ
セ
ッ
ト
す
る
ん
で
す
。

　

目
標
は
、
オ
ー
プ
ン
で
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
な
社
会
。
自
分
た
ち
の
現
場
を

良
く
し
て
い
く
こ
と
で
、
一
歩
で
も

近
づ
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

冬
号
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な
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Ｑ　
「
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
」
と

は
な
ん
で
す
か
。

Ａ
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
や

障
害
者
を
一
時
的
に
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
等
の
施
設
で
預
か
っ
て
、

そ
の
介
護
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
家
族
の
日
頃
の
心
身
の
疲
れ

を
回
復
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
同
時
に
障
害

や
疾
患
を
も
つ
利
用
者
に
ケ
ア
を
提

供
し
ま
す
。

　

在
宅
支
援
の
発
想
を
基
盤
に
、
ア

メ
リ
カ
で
広
が
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。ア
メ
リ
カ
で
は
「
レ
ス
ピ
ッ
ト
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
23
日
㈮
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で
「
福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル

フ
ェ
ア
２
０
０
９
（
福
祉
人
材
確
保
就
職
面
接
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
面
接
会
は
福
祉
分
野
で
の
求
人
事
業
所
と
求
職
者
と
の
効
果
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、群
馬
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）・
群
馬
県
等
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。


